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１．確認項目による報告のあった国会議員関係政治団体数    ○○団体（ ％） 

 注 比率の母数は平成○年分収支報告書の提出があった国会議員関係政治団体数 △団体 

２．確認項目による報告のあった登録政治資金監査人数     ○○人（ ％） 

 注 比率の母数は平成×年×月×日現在の登録政治資金監査人（登録時研修修了者）数 △人 

３．項目別集計結果 

 確  認  項  目 

報告件数 
 

※比率の母数は 

１の注に同じ 

報告された 

監査人数 
 

※比率の母数は 

２の注に同じ 

① 【日付】 

政治資金監査報告書の日付に記載されている年が、監査対象

に係る適切な年でない（定期分：監査対象年の翌年でない。解

散分：政治団体でなくなった日から６０日以内の収支報告書提

出までの期間に係る年でない。）。 

件 

（ ％） 

人 

（ ％） 

  

○定期分：×件 

○解散分：×件 

② 【国会議員関係政治団体の名称】 

国会議員関係政治団体の名称が、収支報告書（その１）の表

紙と一致していない。 

件 

（ ％） 

人 

（ ％） 

  

③ 【代表者の氏名】 

国会議員関係政治団体の代表者の氏名が、収支報告書（その

１）の表紙と一致していない。 

件 

（ ％） 

人 

（ ％） 

  

④ 【登録政治資金監査人の署名】 

登録政治資金監査人の署名が、自署されていない、又は自己

の印が押されていない。 

件 

（ ％） 

人 

（ ％） 

  

○自署されていない：×件 

○押印がない：×件 

⑤ 【登録番号】 

 登録番号に記入漏れがある。 

件 

（ ％） 

人 

（ ％） 

  

政治資金監査報告書（平成○年分）に係る 
確認項目による個別の指導・助言の概要（イメージ） 

資料Ａ 別紙４ 

委員限り 
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⑥ 【研修修了年月日】 

 研修修了年月日に記入漏れがある。 

件 

（ ％） 

人 

（ ％） 

  

⑦ 【省令様式】 

政治資金監査報告書は、政治資金規正法施行規則別記 12号様

式の４のとおり、「１ 監査の概要」、「２ 監査の結果」及び「３ 

業務制限」の３項目から構成されていない、又はＡ４の用紙で

作成されていない。 

件 

（ ％） 

人 

（ ％） 

  

○項目不足：×件（うち形式的なもの：△件） 

○項目過多：×件（うち形式的なもの：△件、ヒアリング内容や私見等の項目追加：△件） 

⑧ 【１ 監査の概要】 

（１）～（４）の４項目から構成されていない。 

件 

（ ％） 

人 

（ ％） 

  

○項目不足：×件（うち形式的なもの：△件） 

○項目過多：×件（うち形式的なもの（主たる事務所以外で実施した理由を（５）」に記載など）：△件） 

⑨ 【２ 監査の結果】 

（１）～（４）の４項目から構成されていない。 

件 

（ ％） 

人 

（ ％） 

  

○項目不足：×件（うち形式的なもの：△件） 

○項目過多：×件（うち形式的なもの：△件、ヒアリング内容や私見等の項目追加：△件） 

⑩ 【収支報告書の検算】 

収支報告書（支出に係る分に限る。）に計算誤りがある。 

件 

（ ％） 

人 

（ ％） 

  

 

４．報告数について 

（１）報告項目数による集計（件）    （２）・・・ 

 ※比率の母数は１の注に同じ 

 

 

 

 

 

 

報告項目数 報告件数 ％ 

１項目 ○件 ×％ 

２項目 ○件 ×％ 

３項目 ○件 ×％ 

４項目 ○件 ×％ 

５項目 ○件 ×％ 

６項目 ○件 ×％ 

７項目 ○件 ×％ 

８項目 ○件 ×％ 

９項目 ○件 ×％ 

10項目 ○件 ×％ 
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５．指導に対する反応 

○ 登録政治資金監査人から事務局への問い合わせ（○人） 

  内容 

   ・ 指導に係る質問（×人）。 

   ・ 苦情（×人） 

○ 士業団体から事務局への問い合わせ（○件） 

  内容 

   ・指導に係る質問（×人） 

   ・ 

○ 政治団体等から事務局への問い合わせ（○件） 

  内容 

   ・指導に係る質問（×人） 

   ・ 

 

 

６．その他報告事項 

・ 主たる事務所以外の場所で政治資金監査を行った理由の記載がなかった（○件）。 

・ 支出がないにもかかわらず、領収書等が保存されていた旨の記載があった（×件）。 

・  

・  

 

７．今後の方針 

 

・ 確認項目の中で特に報告件数の多かった○○と××についてはフォローアップ研修に

おいて重点的に注意を促す。 

・  


